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分析結果 

 事業所の強み（※）だと思われること 

※より強化充実を図ることが期待さ

れること 

工夫していることや意識的に行って

いる取組等 
さらに充実を図るための取組等 

1 
学校への対象の子どもの理解につい

ての専門的なアドバイスを行えた。 

関係する複数の先生方への子ども理

解や学校生活での具体的な支援の方

法、教材の工夫などについて話し合っ

てきた。 

学校によっては、校長や教頭が一緒に

話の場に入る場合もあった。今後は学

校の管理職も話の場に参加すること

が望まれるだろう。 

2 

保護者への相談にはその都度応じて、

保護者との子ども理解を共有できて

いた。 

保護者の希望に応じて知能検査その

他の検査を行ってきた。また保護者に

検査の必要性を伝える場合もあった。 

保護者との教育相談を訪問支援の中

で何度か行った。両親との相談をはじ

め、学校といっしょに行う教育相談も

今後はさらに増やしていきたい。 

3 

学校側の指導や対応のあり方、そして

保護者が学校に要望している内容を

専門的な視点から整理し、それぞれが

納得できるような支援や課題設定の

あり方を提案してきた。 

学校での具体系な支援や課題設定だ

けでなく、家庭での取り組みについて

も具体的に提案を行ってきた。 

学校や家庭での取り組みの提案に対

してのフィードバックが充分に行え

ていない。そのようなフィードバック

の機会を定期的に持って行くことは

よいだろう。 

 

保育所等訪問支援事業と関連して、必

要に応じて保護者ならびに学校の担

当者も交えた教育相談を多く実施し

てきた。 

相談支援は必要に応じて担当者会議

を行っている。保育所等訪問支援事業

で実施した教育相談は、保護者と学校

側の共通理解をいっそう図り、家庭と

学校の協力と連携を進めていく方向

で行った。 

対象の子どもに課題が見受けられる

時点での教育相談であった。定期的に

実施していくこともよいと思われる。 

 

 事業所の弱み（※）だと思われること 

※事業所の課題や改善が必要だと思

われること 

事業所として考えている課題の要因

等 

改善に向けて必要な取組や工夫が必

要な点等 

1 

訪問員の人数が足らない。その人数に

対して利用者が多い。そのために、訪

問回数が少なくなってしまっていた。 

困難を抱える子どもや保護者、そして

学校への支援等、そして学校と利用者

との間に立ち、よりより関係性が育

ち、いずれもが成長していくために、

専門性と専門的知識を持った訪問員

の数の確保あるいは、その育成が求め

られる。 

訪問員の専門性や専門的知識を高め、

学校という場での学校を理解したう

えでの先生方とのやり取り能力を育

てていく。 

2 

訪問員は専門的な知識や専門性を持

つことが必要で、訪問員間での研修が

大切となる。 

訪問支援の内容を充実し、いっそう専

門的な視点を入れていくことをめざ

していること。 

訪問員間での研修を行っていく。 

 


